






































































































る。 CoreLessonはLesson1， 2， 4， 5 (第6
学年のみLesson1 ~ 8)で，残りのLesson3， 

















































発 達 教 育 学 部 紀 要
て設け られていることである。 この教科書では,
生徒たちが動 きや筋運動感覚 を使って音楽学習









た り,唱 え言葉のリズムやオスティナー ト,ハ
ンド・サ イン,内 的聴取 といった手法が導入 さ
れている。
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チ」,「構成」,そ して 「文化的脈絡」の6つ が示









　教科書(教 師用)の 最後に,こ れ ら音楽的要
素 と概念の系統的な学習の展開がまとめられて
いるが,そ こで概念が学習され,定 着 してい く
過程が示されている。すなわち,ま ず準備の段
階として,(1)視 覚,聴 覚,筋 運動感覚などあ ら
ゆる知覚形態で概念 を 「経験する」が,ま だ名
称 をつけて分類 したり,意 識的な注意を向けた
りはしない,(2)名 称化 はまだせず,概 念 を 「模
倣 し探求する」ことで,徐 々にその理解 に向か
い,最 後に理解に至る,(3)生 徒 自身の言葉や身
振 り,絵 などで概念 を 「表す」 ことで,そ の特
性 を明 らかにする,と いう過程がある。
　 この準備段階を経て,概 念をその 「名称で分
類 し確認する」段階に移る。そして,応 用の段
階として(1)知っている教材で名称を用いて概念
を 「実践 し」,(2)新 しい教材で名称を用いて概
念を 「強化する」,(3)意識的に概念を用いて,
楽譜その他の視覚的な表示物 を 「読み,解 釈す
る」,(4)概念 についての理解 を意識的に応用 し















































































































































































































































































































　以上,強 弱,テ ンポ,ア ーティキュレーショ
ン,声/楽 器の音色,拍/拍 子,リ ズム,旋 律,
和声,調 性,テ クスチュア,形 式/構 造,様
式/背 景 という音楽的要素の概念が,各 学年を
通 じてどの ように取 り上げ られているのかを見
てきた。それぞれの要素の概念がより具体的に
どういった方法で学習 されてい くのかは稿 をあ














段階をいかに組織 してい くかが重要 な課題 とな
るだろう。小学校の低学年では 「音楽を特徴付
けている要素」として 「音色,リ ズム,速 度,
旋律,強 弱,拍 の流れとフレーズ」が,「 音楽の
仕組み」 として 「反復,問 い と答 え」がそれぞ
れ挙げられているが,こ れ らをその時々の音楽
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